
５
月
17
日
、
日
本
共

産
党
は
「
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
い
っ
せ
い
宣
伝
」
と

し
て
松
江
市
内
の
商
店

街
で
訴
え
ま
し
た
。

尾
村
利
成
、
大
国
陽

介
の
両
県
議
、
村
穂
江

利
子
県
副
委
員
長
、
向

田
聡
東
部
地
区
委
員
長
、

舟
木
健
治
、
た
ち
ば
な

ふ
み
両
松
江
市
議
が
参

加
し
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
党
が
実

施
し
た
能
登
半
島
調
査

（
13
日
～
15
日
）
で
、

最
大
震
度
７
を
観
測
し

甚
大
な
被
害
を
受
け
た

町
立
病
院
長
か
ら
「
地

震
と
津
波
だ
け
で
も
大

変
だ
っ
た
。
も
し
志
賀

原
発
事
故
が
発
生
し
て

い
た
ら
、
も
う
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
た
」
と
語
ら
れ
た
こ
と
を
紹

介
。
「
地
震
は
止
め
ら
れ
な
い
が
、

原
発
は
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
（
12

月
予
定
）
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

村
穂
副
委
員
長
は
、
裏
金
事
件
、

経
済
無
策
、
大
軍
拡
の
岸
田
政
権

に
日
本
の
政
治
の
か
じ
取
り
を
任

せ
ら
れ
な
い
と
批
判
し
「
国
民
の

命
と
平
和
憲
法
を
守
り
生
か
す
新

し
い
政
治
を
つ
く
ろ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

た
ち
ば
な
市
議
は
、
能
登
半
島

地
震
後
、
島
根
半
島
の
住
民
か
ら

「
原
発
の
方
向
に
逃
げ
る
よ
う
な

避
難
計
画
は
机
上
の
も
の
。
避
難

路
が
こ
れ
で
は
逃
げ
ら
れ
な
い
」

等
訴
え
ら
れ
た
と
紹
介
。
２
月
議

会
で
は
避
難
計
画
や
断
層
の
連
動

性
の
再
検
証
を
求
め
た
と
報
告
し
、

「
松
江
市
民
の
命
と
安
全
守
る
た

め
総
選
挙
で
は
日
本
共
産
党
躍
進

で
国
政
を
変
え
、
国
の
原
発
推
進

政
策
転
換
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

能
登
半
島
・志
賀
原
発

調
査
報
告
会
へ
ご
参
加
を

能
登
半
島
地
震
は
、
地
震
・
津

波
な
ど
の
自
然
災
害
と
原
発
事
故

が
同
時
に
起
き
る
複
合
災
害
時
の

避
難
が
難
し
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
福
島
事
故
か
ら
13
年
、

事
故
は
い
ま
だ
に
収
束
し
て
い
ま

せ
ん
。

党
島
根
県
委
員
会
は
、
尾
村
利

成
県
議
を
先
頭
に
石
川
県
で
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
石
川
県
で

は
避
難
ル
ー
ト
の
山
間
部
や
沿
岸

の
道
路
で
隆
起
や
陥
没
が
発
生
し
、

土
砂
崩
れ
な
ど
で
通
行
不
能
と
な

り
、
全
壊
を
は
じ
め
と
す
る
住
家

被
害
が
７
万
棟
を
越
え
、
屋
内
退

避
で
き
な
い
事
態
も
生
ま
れ
ま
し

た
。
調
査
団
は
志
賀
町
役
場
で
町

環
境
安
全
課
の
担
当
者
か
ら
被
災

状
況
や
避
難
・
防
災
対
策
の
現
状

と
課
題
を
聞
き
と
り
す
る
と
と
も

に
、
医
療
・
福
祉
施
設
や
避
難
所

な
ど
を
訪
問
し
住
民
の
声
を
聞
き

取
り
ま
し
た
。

石
川
県
で
の
調
査
と
と
も
に
、

島
根
半
島
（
鹿
島
町
・
美
保
関
町
・

島
根
町
、
出
雲
市
地
合
町
な
ど
）

で
、
聞
き
取
り
調
査
を
党
県
議
団

や
松
江
・
出
雲
市
議
団
が
行
っ
て

い
ま
す
。

５
月
30
日
（
木
）
18
時
半
か
ら

島
根
県
民
会
館
３
０
８
会
議
室
に

て
「
能
登
半
島
・
志
賀
原
発
・
島

根
半
島
視
察
・
調
査
報
告
会
」
を

行
い
ま
す
。
尾
村
県
議
、
村
穂
党

県
副
委
員
長
、
亀
谷
優
子
衆
院
島

根
２
区
予
定
候
補
、
た
ち
ば
な
市

議
が
報
告
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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新 し い 政 治 を つ く ろ う
能登半島地震教訓に原発やめよ

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
議
長

は
４
月
17
日
、
衆
院
第
一
議
員
会

館
で
講
演
し
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和

構
築
へ
の
提
言
❘
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

協
力
し
て
」
と
題
す
る
外
交
提
言

を
発
表
し
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
21
カ
国
の
駐
日

大
使
館
と
代
表
部
、
国
内
の
識
者

や
団
体
代
表
、
他
党
の
国
会
議
員
、

メ
デ
ィ
ア
が
参
加
。
外
交
官
か
ら

は
「
提
言
は
現
実
的
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
視
聴
者
か
ら
は
「
未

来
に
希
望
が
持
て
る
」
「
政
権
党

の
講
演
会
か
と
思
う
ほ
ど
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
志

位
氏
の
行
っ
た
提
言
は
以
下
の
３

点
で
す
。

第
一
の
提
言
：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

協
力
し
て
東
ア
ジ
ア
規

模
で
の
平
和
の
地
域
協

力
の
枠
組
み
を
発
展
さ

せ
る第

二
の
提
言
：
北
東

ア
ジ
ア
の
諸
問
題
の
外

交
的
解
決
を
は
か
り
、

東
ア
ジ
ア
平
和
共
同
体

を
め
ざ
す

第
三
の
提
言
：
ガ
ザ

危
機
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
ー
国
連
憲
章
・
国
際
法
に
も
と

づ
く
解
決
を

志
位
氏
は
最
後
に
、
東
ア
ジ
ア

の
平
和
構
築
の
た
め
の
国
民
的
・

市
民
的
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
「
そ
の
さ
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
と
平
和
を
一
体
的
に
追
求
す

る
こ
と
を
と
く
に
強
調
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

こ
の
志
位
議
長
講
演
が
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お

手
に
取
っ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
へ
の
提
言

―

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

と

協

力

し

て

―

訴える尾村、大国両県議、村穂党県副委員長、向田地区委員長、市議団ら定価450円（フルカラー32ページ）

↑日本共産党
公式youtube
チャンネルでご
覧ください

松
江
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
11
日
か
ら
７
月
3
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
一
般
質
問
は
６
月
17
日
（月
）か
ら
19
日
の
3
日
間
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
山
陰
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
テ
レ
ビ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
中
継
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

松江市議会
６月定例会のご案内


